
Ⅱ実施内容

里地里山の保全・活用の取組における課題と技術的方策等

分類 地域活性化

手法名 フクロウをシンボルにした里地里山資源のブランド化

主体 逆面エコ・アグリの里

背景(地域の課題）

  生物多様性保全をはじめ良好な自然環境の創出に寄与する里地里山保全活動
は、地域農産物の安全安心といった評価やブランド価値を作り出していくことにもつな
がっている。そうした観点をいかにして分かりやすく伝えるかということがポイントであ
り、その方法として地域の里地里山環境に生息する生き物をシンボルにした取り組み
が着目される。

手法／方策の詳細

（１）農業施策を活用した減農薬の取り組み
　地域集落において、農地・水・環境保全向上対策事業を活用し、化学肥料や農薬の
減量化を実施。

（２）フクロウをはじめ生き物をンボルにした地域ＰＲ
　農地・水・環境保全向上対策事業と並行する形で、良好な里地里山の生態系のシ
ンボルとしてフクロウを取り上げ保護活動を実施。巣箱を設置したりするなど営巣環
境の促進に取り組むと共に、集落の看板や各家の入口などにフクロウをモチーフにし
た像を置くなどして、地域シンボルとして定着化を図っている。また、フクロウをイメー
ジしたデザインを地元の農産物等のパッケージに活用し、地域産品のブランド化にも
取り組んでいる。
　その他事業の中ではビオトープを造成したりカエル蓋を設置し、ホトケドジョウやタ
ガメなど他の生き物の保全にも取り組んでおり、フクロウ以外の生き物も地域づくりの
シンボルにしていく動きを生んでいる。

（３）多様な主体との連携
　行政、学校、街づくり団体などと連携し、フィールド提供や交流活動を実施している。
地域外の知恵知識も活かしながら、順応的に取り組みを地域全体に広げていくこと
で、地域の意識向上に配慮しながら新たな活動を展開させるよう誘導している。

手法・技術的視点

（1）生き物をシンボルすることで保全活動の成果を活用する視点
　良好な里地里山環境のシンボルとしてフクロウのイメージを採用することで、地域の
保全活動のモチベーションを高めている。また地域外へ保全活動の成果をＰＲするこ
とにも役立てられており、フクロウをシンボルに地域産品のブランド化を行う等の地域
づくりへの還元も実現している。

（2）外部との連携を契機にした新しい視点や活動の導入
　地域外部の参加者と協働連携していくことで、集落内部だけの意見集約や活動だ
けでは出てこない新たな視点や取り組みを創出させている。
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